
 

 

計画の目的と背景 

本市は、将来の人口減少や高齢化の進展に対応した持続可能なまちづくりを進めるうえで、「阪南市総合計

画」等の上位計画における都市の将来像を実現させる観点から、まちづくりと連携した公共交通施策を推進

することを目的とし、2018（平成30）年3月に「阪南市公共交通基本計画」を策定し、多様な移動手段が

選択できる便利な暮らしが持続できるまちをめざしております。 

そのため、「阪南市公共交通基本計画」における基本理念を実現し、今後進めるべき本市の公共交通の具体

的な取組や、望ましい公共交通ネットワークを定めるため、「阪南市地域公共交通網形成計画」を策定しまし

た。 

現在、本市では、鉄道駅別乗降者数及び路線バス利用者数の減少、コミュニティバス「さつき号」における

低収支率、路線バス及びコミュニティバス「さつき号」の路線が重複運行している状況等、このままでは、将

来にわたり公共交通が維持できなくなることが想定されます。 

本計画は、こうした諸問題を解決するための方向性を示し、「阪南市公共交通基本計画」の基本理念を実現

するための実施計画として定めるものです。 

対象区域と計画期間 

本計画で対象とする区域は、「阪南市全域」とします。 

本計画の期間は、策定の次年度である2020（令和2）年度から、「阪南市公共交通基本計画」の中間年度

である2022（令和4）年度までの3年間とします。 

計画の基本方針 

本計画の基本方針は、「阪南市公共交通基本計画」の基本理念を実現する観点から、『公共交通と自動車交通

のインテグレーション（融合）の実現』という基本方針を設定し、今後も持続可能な公共交通の実現を図りま

す。 

「阪南市公共交通基本計画」における階層別の方針に応じて、各公共交通の役割を位置付けることにより、

公共交通全体としての役割を明確化するとともに、収支改善を図ります。 

本計画において対象となる『公共交通』は、「不特定多数の人が利用する乗り物」とします。 
 

基本計画に 

おける基本方針 
役割 対象モード 

広域基幹 

交通 

○市内と他都市を結ぶ市の骨格を形成するために重要な機能

を担い、広域的な公共交通の軸として、通勤・通学等市民生

活や来訪者の移動等を支える。 

・鉄道 

（南海電鉄南海本線、 

JR阪和線） 

市内基幹 

交通 

○市内の尾崎駅周辺の中心拠点や、広域基幹交通へのアクセ

スを担い、通勤・通学等市民生活を支える。 

・路線バス 

（尾崎線、 

阪南スカイタウン線） 

地域内 

交通 

○路線バスが乗り入れ困難な生活圏内の移動を支え、広域基

幹交通、市内基幹交通及び尾崎駅周辺へのアクセス手段と

しての機能を担い、市民生活を支える。 

○新たな交通システム（乗合タクシー等）は、コミュニティバ

ス「さつき号」で対応するだけの需要が見込めない地域ニー

ズのための『地域内交通』として位置付ける。 

○タクシーは、個別の移動ニーズに柔軟に対応するとともに、

他の公共交通機関が運行していない時間帯等を補完する公

共交通として位置付ける。 

・コミュニティバス 

「さつき号」 

・新たな交通システム 

・タクシー 

 

現状・問題点を踏まえた課題 

「阪南市公共交通基本計画」及び関連計画における公共交通施策の方向性を見据え、「地域状況」と「公共

交通」の現状や問題点を踏まえ、本計画の策定に向けた公共交通に関する課題を以下に整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の目標 

課題に基づき、本計画の目標を次のとおり設定します。「阪南市公共交通基本計画」に基づき、「市民」、「事

業者」、「市」それぞれの主体が取組を進め、各目標を達成することにより、公共交通における持続性の確保を

めざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阪南市地域公共交通網形成計画 概要版 

・人口減少に伴うサービス水準低下の防止と改善 
・路線バスとコミュニティバス「さつき号」の役割分担の明確化 
・バス利用の需給バランスの改善 
・公共交通と福祉施策による輸送サービスの分担 
・利用ニーズに対応した効率的サービスの供給(重複区間の輸送効率改善) 
・利用実態(乗降者数)に基づくバス停の効率的配置 
・効果的なバス車両の配分 

・バスと鉄道の乗継利便性の向上 
・自動車利用者の課題認識改善と公共交通利用の促進 

課題② 公共交通の利用環境の改善 

課題① 公共交通運営の効率化 

・自動車利用者の課題認識改善と公共交通利用の促進 
 

課題③ 公共交通の役割と必要性に対する意識醸成 

 鉄道・バス間の乗継ダイヤの改善や、バスの経路検索充実による利便性の向上を図ることで、公共交

通の持続性を高めます。 

公共交通の需給状況を踏まえ、公共交通運営の効率化及び効果的な運行をめざすことで、公共交通の

持続性を高めます。 

目標① 需要と供給を踏まえた効率的な公共交通の実現 

目標② 利便性の向上による快適な利用環境の実現 

目標③ 地域住民の公共交通の役割と必要性に関する意識醸成 

 本市では自家用車の分担率が府内でも高い傾向にあることから、利用者である地域住民が公共交通に

関心を持ち、主体的に関わることで、公共交通をともに支え合い、持続性を高めます。 

市民・事業者・市の
協働による取組 

公共交通における持続性の確保 



 

 

 

取組内容 

本計画の目標を達成するための具体的な取組を以下に示します。 

 

 

 

路線バスとコミュニティバス「さつき号」の重複運行区間における需要を踏まえ、輸送効率を改善すること

で、双方の収支改善を図る。 

・ 路線バス「尾崎線」とコミュ

ニティバス「さつき号」（山中

渓・桜ヶ丘コース、緑ヶ丘・

さつき台コース、桃の木台・

万葉台コース） 

・ 路線バス「阪南スカイタウン

線」とコミュニティバス「さ

つき号」（桃の木台・万葉台コ

ース） 

 

 

 

 

 

各地域における需要を踏まえ、コミュニティバス「さつき号」について、事業全体の効率性の観点から、効

率的なバス停の配置や運行ルート等の見直しを段階的に実施する。 

見直しにあたっては、各地域における需要規模や、福祉施策による輸送サービスの役割を踏まえ、新たな交

通システム（乗合タクシー等）も視野に検討するものとする。 

 

 

 

 

市内の交通結節点において、鉄道、路線バス、

コミュニティバス「さつき号」間の乗継ぎを考慮

したダイヤ設定を行い、乗継利便性の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティバス「さつき号」

について、国が定めた「標準的な

バス情報フォーマット」のデー

タを整備し、経路検索事業者へ

情報提供することで、インター

ネット等における情報の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

地域住民に対して公共交通に関する現状の理解を

促進し、地域の実情に応じた利用促進を図るために、

地域の公共交通に関する勉強会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の進行管理・評価指標 

ＰＤＣＡサイクルに基づいた効果の計測と状況に応じた計画の見直しができるように、効果計測が容易な

以下の指標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 評価指標 現状値 目標値

需要と供給を踏まえた効率的
な公共交通の実現

コミュニティバス「さつき号」の輸送密
度の向上（１便あたりの平均利用者数）

約12.8人/便
（2018（平成30）年
度実績）

現状値を上回る

利便性の向上による快適な利
用環境の実現

鉄道・バス間の乗継ぎにおける待ち時間
の改善

なし
（次回アンケート調査等
実施時に把握予定）

現在（本計画策定時）よりも上回る

地域住民の公共交通の役割と
必要性に関する意識醸成

公共交通に関する勉強会の実施回数と参
加者数

-
勉強会の開催予定回数に対する実施
回数の割合が90％以上、各回の対前
回参加者数割合が100％を上回る

目標③ 地域住民の公共交通の役割と必要性に関する意識醸成 

目標② 利便性の向上による快適な利用環境の実現 

目標② 利便性の向上による快適な利用環境の実現 

目標① 需要と供給を踏まえた効率的な公共交通の実現 

目標① 需要と供給を踏まえた効率的な公共交通の実現 

お問合せ先  阪南市 事業部 都市整備課 
〒599-0292 阪南市尾崎町35番地の1 

ＴＥＬ 072-471-5678（代表） ＦＡＸ 072-471-5781 

施策 1 重複運行区間における輸送効率の改善 

施策 2 地域内交通における路線の見直し 

施策３ 鉄道・バス間の乗継環境の改善 

施策４ 経路検索による情報提供の充実に向けたデータの整備 

施策 5 公共交通利用促進に向けた勉強会の実施 

阪南市イメージキャラクター「はなてぃ」


